
outer=al油 2-a2島1;/総uterは外積プ

return outer: か返却値としてOuterを返すイ

l

int ccW(StruCt point pO,struct point pl,Struct point pa l

/*Sl,S2から見て、他方の線分の端点それぞれの位置
が時計EEElり かそうでなしヽかを判断する関郷

/

struct Serlent zl,z2:  /*変数の宣言*/

:nt op:

zl pl=pO: か線分Zlは、

zl p2 = pl:

z2pl =pl:  /書 豪男ドZ2iま、

z2.p2 = p2:

線分pOp嗜 */

線
～
lp2*/

Op=outerJroduct(zl,Zの : /*線分zl,Z2を OuterJroduct関数
にわたし、返された値をopに

代入プ

if(Op〉 0)   /セ 1と Z2の外積が正ならプ
return l:   か返却値として1を返すイ

else if(Opく 0)かZlと Z2の外積が負ならイ
return-1:  /*返却値として-1を返すプ

else       かZlと Z2の外積がならX//
return O:   か返却値として0を返すプ

int seLi(Struct segment Sl,Struct segment Sa l

/*2線分が交差するかどう力洋1断する関数プ

int a,b,c,d: /*変数の宣言プ
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a=ccW(Sl.pl,Sl p2,s2.pl): /XSlからみたS2のひとつめの端点
の位置イ

b=ccW(Sl.pl,Sl p2,s2.p21; /*SlからみたS2のら
、たつめの端点の位置ザ

c=CCW(S2.pl,s2p2,sl.pl): /益 2か らみ た Slのひ と
つ め の端 点 の鰭 //

d=ccW(S2.pl,s2p2,sl.pa; /42からみたSlのふたつめの端点
の位置プ

if(a約Fl ll C剰=1)〔    /*a,b力 と`もに
-1、 もしくはともに1又:まc,dがともに-1、 も

しくはともに1プ
return O:

位置が同

i側

なら:恭を返すイ

 古以。1
else

return l:

かつまり、ひとつの線分に対して他方の線分の両端点
の

―∂

/*そうでないなら、1を返すV


